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演  者

演題 1

北川 大輔  先生
地方独立行政法人  奈良県立病院機構  奈良県総合医療センター  臨床検査部

Diagnostic Stewardshipの効果的運用に向けた 
多職種連携とコミュニケーションの重要性

抄  録 　Diagnostic Stewardship（DS）は、臨床における検査の適切な利用を促進し、患者の診断精度と治療効果を向上させる重要な取り組み
である。特に血液培養検査において、検査前から検査後に至るまでの適切な関与は、敗血症診療の効果を高める機会を提供する。質の高い
DS の実現には、血液培養の質的脆弱性を理解し、適切な血液量や採血技術を用いた採取教育、迅速な結果提供、検査結果が治療に反映さ
れるための情報提供が不可欠である。これには、Antimicrobial Stewardship（AS）との連携により、適切な抗菌薬選択のための支援が
含まれる。さらに、検査に関わるデータのモニタリングとフィードバックも、効果的なDS を実現するために重要な要素である。
　しかし、これらの取り組みを効果的に実施し、臨床現場から信頼を得るためには、日常的な診療科や他職種との密接なコミュニケーション
が欠かせない。当センターの微生物検査室では、定期的に診療科のカンファレンスに参加し、微生物検査に関する情報を提供している。これ
には、自施設のデータや最新のエビデンスに基づいた情報を共有し、診療科の理解を深める活動が含まれる。また、診療科と協力してデータ
の検証や論文作成を行い、エビデンス構築に貢献している。こうした活動は、日常的な情報共有を強化し、より効果的なDSを実現するため
の基盤となりうる。
　本セッションでは、血液培養検査におけるDS の実践について概説するとともに、これらを達成するために必要な他職種とのコミュニケー
ションについても言及する。DS の効果的な運用には、専門職間の協力が不可欠であり、継続的な情報共有とフィードバックがその成功を左右
する重要な要素となる。
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藤田 佳奈  先生
市立旭川病院  中央検査科

持続可能かつ一歩踏み込んだDSへ：ミドルウェア活用例

抄  録 　Diagnostic Stewardship（DS）の実践には、医師、看護師、さらに看護助手など多部門の医療従事者の協力や理解を得ることが 
不可欠であり、特に微生物検査に携わる臨床検査技師は重要な役割を担っている。しかしながら限られた人的要員のみで運用されている
微生物検査室は、日常の検査業務のかたわら ICT や AST の活動をこなしている。それに加えて、新たにDS を実践するためには、更に
時間と労力を要すると考えられ、検査室にとって日常業務の効率化は必須課題である。特に血液培養検査において適切な検査前プロセス
のための職員教育は必須事項である。定期的に施設全体、あるいは病棟単位で検査前プロセスのモニタリングデータを抽出し、状況を評
価し、その結果を元に改善内容をフィードバックする。介入後に適正化の達成状況を再評価し、再度フィードバックを行う。これらは一時的
な改善のためではなく、継続して実施できるように、繰り返し行うことが重要である。
　当院は 2023 年 12 月にビオメリュー・ジャパン株式会社のミドルウェアMAESTRIA とCLARION Lab Analytics を導入した。バクテ
アラートVIRTUO、バイテックMS PRIME およびバイテック2 ブルー、そして細菌検査システムと接続し、患者情報や検査結果をミドルウェ
ア内に集約するようなデータ管理仕様を構築した。ミドルウェア導入前は、細菌検査システムや分析装置に保存されているデータを各々か
ら抽出し、Excel などの表計算ソフトで集計と加工し可視化する必要があった。導入後は、ミドルウェアに情報が集約され、任意の条件を
選択するだけで、簡単にかつ正確にデータが抽出され資料作成が可能となり、データの可視化が容易になった。ミドルウェアの積極的な活
用は、当院も含めこれからDS を始める、すでにDS に取り組まれている施設の微生物検査室の業務効率化を図り、臨床検査技師の働き
方改革の一助になることが期待されている。

臨床営業本部


